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概要
掲載論文の巻号・ページ・doiなどを書いた後，こ

こに掲載論文の概要を書いてください．フォーマッ
トそのものは基本的に一般論文と同じです．ただ
し，必ず 1ページ以内に収めてください．
説明のために図（図 1を参照）や表（表 1を参照）

を追加することは可能です．参考文献も追加して構
いません [1]．数式

𝑃(𝐵 | 𝐴) = 𝑃(𝐴 | 𝐵)𝑃(𝐵)
𝑃(𝐴) (1)

や箇条書き
• 第 1の項目
• 第 2の項目

を含んでも構いません．補足情報を入れるために脚
注 (footnote)を利用することができます1）．

Wordで作成する場合も一般論文のスタイルと同
じ条件で作成してください．最終的にはこちらで
ヘッダーやフッターを入れるため，上下 3 cm，左右
2 cm以上の余白を確保してください．
概要は英語でも構いません．
This paragraph shows an English sample. There is no

problem with writing your manuscript in English. If you
write in LaTeX, please use the distributed document class
with the english option:

‌\documentclass[ ‌

‌ platex, dvipdfmx, english]{nlp2022} ‌

1） 脚注の例である．

A
図 1 何らかの図
表 1 適当な表

日本語 Japanese ほげほげ ふげふげ
英語 English hogehoge fugefuge

Any changes on the document class (.cls) are prohibited.
If you write in Microsoft Word, please use the distributed
sample file without changing its layout. Using “Times New
Roman” is suggested.
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